
【態度目標】取り組む、しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】平行・垂直の意味を理解し、活用できるようになろう
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　①②を実際に連立すると

        

   かつ    のとき解なし

   かつ    のとき解は無数

となり，一致するときも平行とすると

平行条件は　　    

□２直線の平行と垂直

　直線が平行あるいは垂直となる条件について考えてみよう。

　直線

　　　　     　……①

　　　　     　……②

が平行であるのは，それらの傾きが等しいときである。

　よって，次のことが成り立つ。

　　直線①，②が平行    

　【注意】　    かつ    のとき，直線①，②は一致するが，

　　　　　　この場合も，直線①，②は平行であると考えることにする。
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傾きが等しい平行
例）直線　　　……①

　　　　　　　　　……②

　　　は，傾きがどちらもで等しい。

　　　よって，この直線は平行である。　　

　次に，直線①，②が垂直ならば，
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それらに平行で原点を通る直線

　　　　　   ，　   

も垂直である。これらの直線上に，それぞれ点   ，

   をとると， はの直角三角形

であるから

　　　　　　      　……③

よって　　　   
   

 
   　……④

ゆえに　　　   　……⑤

　逆に，⑤が成り立つと，④も成り立ち，したがって③も成り立つから，直線①，②は垂直であ

　△△から　::

　　　　　:     :　　　よって　   　　　

る。

  図形と方程式【平行と垂直】　～　



２直線の平行・垂直

　直線    ，    について

　　　　　　直線が平行    

　　　　　　直線が垂直    

平行なら傾きは同じ

垂直なら傾きは掛けて

⇒符号違いの逆数

注意　    ，    のとき，直線は一致する（重なる）が，

　　　　　　　この場合も傾きが同じなので直線は平行であると考えることにする。

　直線の傾きは 

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
より 


である。

　　　よって，直線の方程式は

　　　　　 
   　すなわち　

　　直線の傾きをとすると，



から　 



　　よって，直線の方程式は

　　　　　 
   　すなわち　

 通る点座標 傾き   通る点座標 

垂直なら傾きは掛けて

⇒符号違いの逆数

問題の形にそろえる

例題３）点   を通り，直線に平行な直線，

　　　　　　垂直な直線の方程式を，それぞれ求めよ。

　例題の直線，の方程式は，それぞれ    ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    の形に表される。

のときも使える!

　一般に，点   を通り，直線に平行な直線，垂直な直線は，

　　　　　それぞれ次の方程式で表される。

　　　　　　　平行　      ，　　垂直　      

    

　係数に文字を含むなど，傾きを出す変形が面倒な式の場合などは

 

　　　点  を通り，直線  に垂直

　　　　　　　　　　　　　       　でつくれる。
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　一般に，点   を通り，直線に平行な直線，垂直な直線は，

　　　　　それぞれ次の方程式で表される。
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　　　　　　　平行　      ，　　垂直　      
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